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階比数列と 2項係数 
 

■ 拙著『問題作りの道具箱』の中で，「階比数列」を提案した． 

 
  

■ 2015年の東京大学・理系の問題． 

 を 2015 以下の整数とする．


C
2015

が偶数となる最小のを

求めよ． 
  

■ 解法はいろいろあり得るが，上のコラムの方法が使えそうであ

ると思われるので，その方向で進めてみる． 
  

 パスカルの三角形の 2015段目の数列は，有限数列 

}C{
2015
（0≦ ≦2015）をなし，その階比数列は（ 0 スタート

なので，分母は
12015 

C であることに注意すると） 
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から，  


2016  （ ≧1）である． 

有限数列 }C{
2015
の初項は 1 で奇数であるから，


2016 が偶

数となる最小の が求めるになる． 

 22016 


 （ は整数）とおくと，  22016  ． 

よって， )( 122016   で，これを満たす最大の 12  （奇数）が

7322016 25  より 7312 2  であるから，最小の 52 であ

る．したがって，求める 3225  ． 
  

■ 答はこれで合っているが，解答の流れに問題はないか？ 

数列の最初を具体的に書いてみれば， 
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ということである． 

 う～む．この有限数列の項はすべて整数だが，階比は整数とは限

らない．上の例でも分かるように， 52011/ のような場合があるか

ら，例えば，
奇数
偶数

 のような場合，


2016 が偶数でなくとも，

この有限数列の項が偶数になるのである． 

 したがって，上の  部分は論理的に間違いである． 
  

■ とは言え， 2016 と の偶奇は一致するから，考えるべきは，

偶数
偶数

 の場合で，この値が「分子の 2 の因数の数＞分母の 2 の因

数の数」となる最初の場合が求める場合となる． 

 が偶数で，最小の場合であることから， )( 12 ≧  の場合

を考えれば十分で，このとき，
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27322016 25  であるか

ら，「分子の 2の因数の数＞分母の 2の因数の数」となる最小の は

5である（5未満の場合は，約分すると奇数になる）． 

このとき，この階比の値は 52 で約分でき，その値は整数であり偶

数になっているから，  部分は結果的に正しいことになる． 


